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18O+237Np の多核子移行反応により 23 核種の複合核を生成し、これらの核分裂における核分裂片の質量数分

布および励起エネルギー70MeV までの分布の変化を測定した。 
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1. 緒言 

原子力機構では、多核子移行反応を用いることで多くの複合核核種を生成し、これらの核分裂片質量数分

布を測定する手法を開発してきた[1,2]。本手法は、中性子数の多い核種など、既存の方法では取得が不可能

な原子核の核分裂データを取得できる点で画期的である。本発表では、18O+237Np 反応により 23 核種までの

データを取得した。なお、236Np、238Pu、および 245Cm のデータは低エネルギー核分裂データとして最初のデ

ータとなった。 

2. 実験方法と結果 

実験は、原子力機構タンデム加速器（東海）で得られる 18O ビーム（162MeV）を 237Np 薄膜標的に照射し

て行った。多核子移行反応で生成される散乱粒子をシリコンΔE-E 検出器で検出し、イベントごとに核種を

同定し、複合核を識別した。この核分裂によって放出される２つの核分裂片を多芯線比例計数管によって検

出し、運動学的に核分裂片の質量数を決

定した。図は、得られた核分裂片質量数

分布の一部である [3]。図の実線は、ラン

ジュバン模型による計算結果であり、実

験データをよく再現している。計算では、

（１）反応後の励起エネルギーがすべて

複合核に付与されると仮定するととも

に、（２）マルチチャンス核分裂を取りい

れた。発表では、角運動量についても議

論する。 
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